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宮崎 綾 子先生 を偲ん で

中間法人日本漢方交流会　　

理事長　真　鍋　立　夫

　平成 16 年 12 月 21 日突然宮崎綾子先生の訃報を耳に

しました。おもわず何度も名前を確認しました。　

　少し身体の調子が悪いことは聞いていましたが、日頃

の壮健な先生のイメージから、この訃報はまさに寝耳に

水のような感じが致しました。２～３年前から体調が悪

かったそうでした。肝臓の癌だと言うことを聞きました

が、先生なりに色々と癌と闘っていたようですが、牧師

さんから葬儀の時にお伺い致しましたが、宮崎先生はク

リスチャンだったのですね、そんなことは少しも知りま

せんでしたが、牧師さんの故人を偲ぶ言葉の中で、先生

のおそらく死を決してから創られたものでしょうと言う

ことでしたが、一遍の詩が紹介されました。

　『何処地より　何処地へか　

　　　かりそめの　われはまた　あらたに旅たたん』 

たしか、このように聞き及びました。少し言葉が違うか

も知れませんがお許し下さい。私はこの言葉を聞いて故

宮崎綾子先生の壮絶な生きざまをあらためて深く想像せ

ずにはいられませんでした。先頃発刊した玉函誌22号の

宮崎先生による故渡邊武先生への追悼文を読ませて頂き

ましたが、私など若造をはるかに凌駕した深く豊かなご

交友があり、また永い漢方の学歴が想像されました。日

頃宮崎先生より多くの文章を頂くことがしばしばありま

したが、細かい記録に基づいたお言葉にはいつも頭が下

がる思いでした。

日本漢方交流会の創設からの歴史を『日本漢方交流会沿

革史』として雑誌に残したいと考えて、予算も取ってい

ましたが、宮崎先生におたのみするはずが早くも逝っし

まわれました。中井先生とも話しましたが後は西

脇先生と僕だけかもねえ・・・と言われていましたが、

早くしないと『沿革史』を編集する人がいなくなってし

まいそうです。

　日本漢方交流会の現状を考えるに、宮崎先生、渡邊先生、

鉄村先生・・とこれらのお方々の気持ちを察するに、今

が踏ん張り時だと思わずにおれません。たしかに、ある

一面では漢方研究会など組織を運営するにあたって、ま

さに氷河期であるとも言えますが、21世紀を望んで漢方

医薬学的な哲学が今程求められている時はないのではな

いかとさえ思われる状況にもあります。

　薬剤師または漢方医薬学に志す同志はいま団結して、

現代医学の弊害に悩む方々を救い、また同じ薬剤師、医師、

鍼灸師、その他のすべての医療従事者に真の漢方哲学に

目覚めて頂き、アイデンティティの確立昂揚をなしていた

だけるように警鐘を鳴らさなければならないと考えます。

　次々と先輩達が逝ってしまわれ私達はなんとも言われ

ない寂しさを禁じ得ませんが、何としても先輩の意志を

継承して踏ん張らなければならないと思います。宮崎先

生ご逝去にあたり、故人にあらためて深くお礼を申し上

げますと共に、心よりお誓い申し上げたいと存じます。

　どうぞ安らかにお眠り下さい。

　久保道徳先生が平成 16 年 12 月 24 日ご逝去されまし

た。ご生前の本会へのご厚情に深く感謝申し上げます。

久保道徳 先生

故人のご功績を偲び心よりご冥福をお祈り申し上げます。

御家族のみによる家族葬として葬儀が執り行われました。

以上、謹んで皆様にご報告申し上げます。
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